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ু体はୱのないౣ期間での施工が必

要となる。その堤体打設工事（ల２

期）にಯむのは鹿島・ஜ田建設工業・

ಅ中ാ࿐JV。これまで５つのダムを

࿦ࢣしたスβシλリストの松本ࡑࠐ

所長（鹿島）をは̲め、ࡑࠐཅີな

ാ࿐のੴた̻がఉ数हୠする。

　൳JVがߐ使した最新נの技術も

ಕ目を集める。特に鹿島がٳ発し、

൳現場で本ڒ൵入したু動化施工シ

ステム「Ａ4ＣＳˡ ®˨（クχッドアク

セル）」は、人の手をٚさないྫ人

のブルドーΎー、૦動ローラー、ダ

ンプトラックが稼働し『未来の現場』

をႲ想させる。ਲ来の建設機٫の׿

ௌ作とは։なり、ໝ数の建機に作ڞ

業ْࠗを指示することでু動・ুၙ

運転を行うことができる技術。昼夜

２交替制の現場においてී料༞ݯո

外は70時間ݝむことなく施工スピー

ドを၂とさず作業し௽けられる͕

か、੃Ⴏオβレーターのௌ作Οータ

をਓ集・分ଢ଼しプロΈラηンΈして

いるため、人間が行う約130％（254.4

㎥ȇ有人128.6㎥の約２෼）ո上の

作業を実現。໗ষ的な効果としてム

ラがない最ౣ作業で通ુの約50％の

省エネ運転も可能となった。リアル

タイムで位置・উସ、ਔ༏状ޙをࠗ௶

し、௢Ⴙの安全性などを認েし、ু 動

೪止・ু動ठٳなどの機能を備えて

おり、बٺリスク೩ࡘにもつながる。

Ａ4ＣＳˡ ®˨の施工スピードをڰ

かすためには、付ଟ作業のࣞ速化も

必要だ。その一つがCSG打設と໼行

して堤体の側面をໞう保護コンク

リートの施工をু動で行う「置き型

იু動スライドシステム」。ু動ス

ライドリフタ、止水โ台車、おもり

台車の３ਅ類の台車で構成。ু動ス

ライドリフタはδタン一つでˤࣙ型

იをႲ௽で೥り上げるもので、ク

レーンや人手を削ࡘできた。また、

CSG製造設備から800m超のαルトコ

ンαアや「SP―TOM」という搬௣

௡置を３ૄ設置して堤体内までଇ速

に材料を運搬した。この͕かにもɤ

基ய処理のδーリンΈ࠿৲における

ロッド֨きาき監ণ、װ長確認を்

௣り可能なΫΟオオンΟマンドでণ

ಶし、ఞ̻時間ౣੀɤ３ষ元Οータ

により現場Οータをۯ理ɤْ௨解ଢ଼

によるCSGၥ度Ⴒ௽監ণにより品質

দࡑの人֥を˕割削ࡘ―などఉくの

技術を取り入れた。

　現場最盛期のौ年の５月には、ஜ

の堤体面がֲ܅側に೏い付き、ࢩ大

な施工ํսとなってからは、一Ⴒの

作業をழみࣣͩせて一気通۹で施工

できた。時間外Ⴛ働上ܰࡠ制が適用

されたため、ࣽ後このܱ჏をาくダ

ムは現れないはずだ」とઢ܏で語る。

　さま̰まな現場をࡑࠐした松本所

長だからこそ「事故がひとた͍起こ

ればその工事に後٣がॼる。ਲ事し

た皆がȨ良いものができたȩとޝを

張るためにも、事故をྫくす」と安

全に૰ࠐを୻らせる。大量施工では

人未ൢの月間打設量

28万1000㎥をో成。

ࣞ度ࠐफ成長期にା

備されたࣱ部ダムが

持つコンクリートࠏ

ダム工事の࣭内最ࣞ

（14万7000㎥）を大

きくࢵ新するなど、

最新技術ڰ用の૯価

が発揮された。松本

所長も「地๕಺査で

打設が遅れたऒ܅側

SP-TOM̢̦͈ͥࡉͅ؈

डେ͈ܢौාഽ͉ͅ࿩ˍ඾डఱ700૽̦ैުȃΑリラϋ΃૽ͬ
͉̲͛ఉ̩͈͜૽࣭ٸਲম̳ͥ

ઐུਫ਼ಿȁȶ੨୶෺̥ͣঐ൵̯̹ͦȸ͜ة
̞࡛̈́ાͬࡉള̱Θθ͈উͬே௨̧̹́
֚ͣ૽ஜȹ͂໳̧ۜྐྵͬ਋̫̹ȃ͉̥ࣽ
ȷ̳̦ͥܨ̢ͥࡉ̥̳ͅ
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˝4˟˯ˡ ࡤଷ৒ȃITΩͼロΛΠ͂ۯ͈˨®
͊ͦͥܿ੅৪̦ુಛȃैު಍͉̞́̈́΂
έͻΑ΃ΐνͺル́ໝତ͈κΣΗーͬ۬
ণ̳ͥȃ࡛ह͉࡛ાັͅ߃୭౾̱̞̀ͥ
̦Ȃौා࡛́͘ા̥ͣ400Ԣၗ̹ͦୌગ৘
ঌȫ̥ͣࡔ઀നࡇέͻールドȪ૰ජ୼ࡑ
৿̞̹̽̀ࡉ

հ஠ঔࢥでޝをಫͦͥॽমを

建 設 新 聞

4

　秋田県൐成瀬村に࣭ാ交通省が建

設を進める成瀬ダムは、ࢻ水಺୯、

流水の正ુな機能の֋持、かんがい、

水ൽ、発ഩの目的を持つఉ目的ダム

だ。௙事業๯は約2230ؙ׫、工期は

26年度までɦ（物価上ઌや時間外Ⴛ

働上ܰࡠ制等へのచ؊に伴う事業་

完成27年度、׫で事業๯約2600ؙࢵ

となるထ定）。

　ダム形৆は、現場ਔ༏でංられる

石やगれき、セメント、水をईࣣ

して作るCSG（Cemented Sand and

Gravel）を使用して造る日本がٳ発

した「台形GSGダム」を採用。現地

材料を有効ڰ用する͕か、コンク

リートダムで使用される材料のよう

に分ݭ・ၥ度಺ା・஄૆といった手

間も基本的にະ要など材料のࣣ理化

を実現する。また、台形の構造上、

ਲ来のೄڙ२ڙ形形状と๤べて大ܰ

࿅地ૼ発生時の؊力をဲえられ、必

要強度を઀さくすることができるこ

ともメリットだ。ダムࣞ114.５m、

堤ೀ長755.ˌm、堤体積485万㎥、௙

貯水ယ量7850万㎥はいずれも台形

CSGダムで日本一。ਲ来の台形CSG

ダムのダムࣞの最ࣞが52.0m（ཤ٬ൽ

当別಴の当別ダム）で、その෼ո上

となることからもスΉールの大きさ

がうかがえる。

　ダム建設の目的は、①建設地点の

ْࠗࣞ水量460㎥ྀຟのう̻、410㎥
ྀຟのࢻ水಺ା②生物の生௳۪境な

どع୼۪境を守る流水の正ુな機能

֋持③平鹿平࿤地ߊ約１万0050haの

෠地のかんがい用水༞ݯ④ਔ༏地֖

の水਑要に؊えൖా、؍手、大୵の

ঌにచする１日最大１万3164㎥のڎ

水ൽ用水を取水⑤ダム建設に伴い新

設される成瀬発ഩ所（秋田県）にお

いて最大੄力5800kwの水力発ഩ—
の５つ。

　新ႂがまば͠い৹ဩの߰る大ুட

の中、車を௢らせると山間にඏශࢩ

大な現場が現れ、その中で巨大建機

が正確に動き回っているအঊを見る

ことができる。成瀬ダム堤体打設の

現場だ。取材にངれた˒月上੐はす

でに、ダムの形がはっきりと分かる

˕割͕ど堤体打設が進んでいた。

CSG打設は本年中、外側の保護コン

クリート等の打設は25年中に完了す

るထ定。

　൐ཤでも有数のࣧୱ地ఝとなる現

場はൃに３ȡ˒mのୱに໾̰され、

ダム構ಃ作業がː月中੐ȡ11月中੐

の˓΃月にࡠられる。ൃ期にも設備

のメンテ΢ンス作業や除ୱ作業、ダ

ム堤体内から岩๕へのセメントಕ入

などの作業を実施しているが、打設

ۖ ଼ ထ ே ଎

଼ଳΘθ੨ࡓ
ダ ム 形 式 台形CSGダム
ダ　ム　高 114.5m
堤　頂　長 755.0m
堤　体　積 485万㎥

総貯水容量 7850万㎥

湛 水 面 積 2.26k㎡
集 水 面 積 68.1k㎡
河　　　川 1級河川雄物川水系成瀬川

মඤယࢥ

工 事 内 容 数　量

本体基礎掘削工 3,218,260㎥

CSG打設 4,312,000㎥

コンクリート打設 596,900㎥

基礎処理工 70,100m

法面工 1式

管理設備設置工 1式

閉塞工 1式

濁水処理設備運転工 1式

雑工事 1式

仮設工 1式

५ۼのݴ大 ȶ̈́ྚြ࡛ાȷ
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た材料が、CSG材・コンクリート骨

材・廃棄岩のどれに当たるかを速や

かに把握するため、ࠚ量のエコー

Ιップとコンクリートテスターの２

つの௡置を使用したオンサイト௶定

法でスムーズにߊ分。その後の運搬

も、ু動運転リジッドダンプ「T―

iROBO Rigid Dump」を൵入し、

積込場からプラントのෳാ場までを

ྫ人で௢行するなど、省力化を図り

つつ大量・ଇ速・正確な掘削を実現

した。

　作業の中で特に材料の品質ۯ理の

重要性、ඳしさを強಺するのは、ダ

ム建設のࡑࠐがཅີな੣方ࢭ作業所

長。本工事においては材料のၥ度・

水分量をႲ௽的に監ণするΟジタル

システムなどを൵入し、ࣣ理化・省

力化しつつ品質を確保しているが、

ΟジタルにջంできないCSG母材の

૦るい分けにߎႻしたという。CSG

材はもともと廃棄していた一定では

ない材料を၌ڰ用するためバラつき

が生̲、それらをܰ定内の品質を確

保して、ොめるのはঢඳの業だ。

「CSG材をح工する設備は『ジοー

クラッシλー』と呼ばれる母材を破

砕するための機٫だけだったので、

ভの間をすりาけるܰ定外の扁平材

が੄てしまっていた。それらを૦る

い分けるオーバーサイズ選別機を௩

設することで、適した材料を大量に

確保している」と૦り返る。

　ラストスΩートでも気を۱めるこ

とはない。੣方作業所長は、堤体打

設工事と一Ⴑ఻生の気持̻を示しな

がら「掘削、プラントでの製造が止

まれば堤体打設も止まってしまう。

తらせないためにも基੔内の品質の

材料を大量に製造することに重きを

置く。また、現場は大型重機を使用

しているためঘཌबٺにೄ結する。

万全の安全ۯ理体制を取り、最後ま

でྫ事故・ྫ बٺでのੋ工を目指す」

と力を込めた。

　成瀬ダムの現場は、業ٮのྛ力、

新技術をતٚするシοーΉースとし

ての側面も持̻、見ڠ会の頻度、४

人数のఉさが関૤のࣞさを物語ح

る。൐ཤ地方ା備ޫ成瀬ダム工事事

ྩ所ではঌྦྷや教֗機関、੫性技術

者などを਋け入れ、定期的に現場見

ट。打設がਞ了する本年度ٳ会をڠ

は「ু動施工は見ොめ」を΅λッΙ

フレーズに、施工のအঊを間߃で見

るアドαンΙλーバスΜアー等をജ

؊ݪࡄみুဇݝذ、している͕かٳ

の実施をထ「会ڠこども見」ْܑ׳

定するなど、ষଲయを担う৹いଲయ

にచし、インフラା備分࿤のྛ力発

૞にಕ力しているという。教֗機関

等のণख़者は22年に836人、23年は

1320人と年ș௩ح中であり、その効

果がうかがえる。

　さらに、ۯ制৒がある建物の１

階は鹿島が考える「ാ࿐の未来の

উ」を体ۜできる「KAJIMA DX

LABO」として公ٳ（ထ約制）。Ａˮ

がழみ込まれた成瀬ダムのジオラマ

やΩネル、シアタールーム、ജབΟッ

΅などでクχッドアクセルをは̲め

とする新技術や施工の手ਜ਼などをণ

べる。これまでの来場者はڠ的にژ

約9000人で、本年度中に１万人の大

台を見込む大盛ޙだ。

　਋発ಕ者とも担い手確保、人材֗

成にかける思いは൳̲。事業の理解

௯進だけでなく、将来の建設産業を

担う৹手ଲయや੫性にྛ力をഥえる

とともに、人材֗成を図るフィール

ドとなっていることをそれぞれが強

಺していた。໵せて、١く਋け入れ

てくれた地֖へのۜ৫の気持̻も大

きい。૒ਏ等を行う「成瀬の૩̿く

り」や൐成瀬村とئ流ুহ体の交流

会、インフラΜーリズムの࠿൦を実

施するなど、完成後を見ନえ、Ȩ造っ

てਞͩりȩではない、ダムをڰ用し

た持௽的な地֖・水࡙૦ޟにも力を

ಕ̪。

CSG打設、原石掘削は本年度中の

完了が見えてきた。ࣽ後もクラウΙ

ンΈやۯ理設備等の工事は௽くが、

地֖ਯྦྷ、県内、そして日本中の期

ఞがかかる事業完了に向けて਋発ಕ

者一体となり൳̲方向を見つめる。੣༷ैުਫ਼ಿȁএ̞੄̦ॼ࡛ͥાؗͅථ
̬ͥݷȶఱ༗Θθȷ͈ͬࡇ

ɣ࡛ાٛڠࡉ

˧˝˦˥˩˝ȁˠ˴ȁ˨˝˞˫ɥ

ɣ΂ϋ΍ͼΠ௶೰༹͈အঊ

ু൲׋ഢΘϋίɥ

ˬˮȂ૽ 材଼֗のέͻȜσΡに
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資機材搬入が頻繁となり、特に秋

田県の年間使用量の約半数を使用

するセメントの搬入には気を遣っ

た。ピーク時に１日120台のセメン

トローリー車が村内を往復。そのた

め、全てのタンクローリー車にＧＰ

Ｓを備え付け、運行位置・速度をリ

アルタイムで確認し運転手にフィー

ドバックし交通事故等を防止した。

現場では、一人一人が安全への思い

を統一するため安全基本行動「一声

かけ、現地ＫＹ、指差喚呼」を浸透

させ、人と重機類の分離などを徹底

した。「工程の遅れなどを取り返そ

うと皆が頑張る時に事故が起きやす

い。そこで焦らずひとつひとつ解決

することが大切」と松本所長は考え、

実行している。

　これだけ先端技術を集結した現場

を指揮する松本所長だが理想はまだ

先にある。「１日中現場が稼働し、

昼は人しかできない作業、夜の間は

人が見守らなくても建機が指示通り

造り上げる省力化が進んだ現場にな

れば良い」と思い描く未来の建設現

場を教えてくれた。そして最後に

「鹿島では『100年をつくる会社』を

公言しているが、成瀬ダムはそのス

ローガンを超えて永久構造物とな

り、良好な社会資本として未来永劫

役割を果たすべく関係者一丸で尽力

する。皆で将来に誇れるダムにした

い」と力強く語った。

　堤体積485万㎥を誇る巨大ダムだ

けに、打設には途方もない大量の材

料が必要となる。堤体打設と両輪で

進む「成瀬ダム原石山採取工事」が

その役割を担う。ダムを形成する

CSG材やコンクリート骨材の採取・

製造・貯蔵、材料採取に伴い発生す

る廃棄岩処理、法面保護工などを実

施。施工は大成建設・佐藤工業・岩

田地崎建設JVが担当する。工期は18

年５月から26年２月までで、取材時

点の進捗率は約80％。材料の掘削は

本年度中に完了する見込みだ。

　成瀬ダムの堤体にはＡ、Ｂ、Ｃの

３つの材料を使用。Ａ材は耐久性が

必要な堤体外側の保護コンクリート

等に使用する骨材で、地元の採石場

から購入しプラントで貯蔵してい

査廊など外気に触れない堤体内部で

使う骨材「Ｂ材」、所定の品質にな

るようにブレンドして使用するCSG

母材「Ｃ材」に分けられる。

　原石採取の主な工程は①１日１

回、12時20分に行う発破掘削により

砕けた母材の採取②大型バックホ

ウ、重ダンプトラックに積み込みプ

ラントへ運搬③所定の大きさになる

ように段階的に破砕④破砕材の扁平

材を除去するため、スクリーン（オー

バーサイズ選別機）を使用してオー

バー材を分別しCSGダムに適した性

状を有する材料を製造⑤ストック

ヤードで貯蔵―の流れ。昼夜２交替

制で現場は稼働しており、それぞれ

の作業に最新技術が盛り込まれ、生

産性、安全・品質の向上を図っている。

　発破のための穿孔にはマシンガイ

ダンス機能を持ったインテリジェン

スクローラードリルを採用。GPSと

穿孔エネルギー評価を搭載している

ため、リアルタイムでどのような岩

石を削孔しているかを把握し、使用

する材料と廃棄岩の境目を正確に見

極めることで効率的な材料採取が可

能となった。また、発破後に採取し

クローラードリル
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取した岩石は止水

コンクリート・監

打設と両輪で大量の材料を製造

ＤＸで大量・迅速・正確に掘削




